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8. ページェッ卜氏病の一例
岡本昭二，川瀬健二
症例男子  69才 
10年前，右陰嚢上半部に庫感を伴う紅斑性局面を生
じ，湿疹の診断のもとに軟膏療法を続けるも軽快せず，
数年前から時に底痛を伴い，中央部には時にピランを呈
するようになり陰茎根部にまで拡大してきた。初診時所
見は，右陰嚢上半部より陰茎根部にかけて，中央部にピ
ラン面を持った紅色の肥厚浸潤性の局面を呈し，自覚的
に淳感と悲痛を訴える。
臨床検査成績にはとくに異常なく，組織検査の結果
は，肥厚した表皮内の有糠細胞の配列が乱れ，その聞に
個々に散在または集合した明るい大型円形のページェッ
ト細胞を認め，ペーヲェット細胞は PAS染色，アルシ
アン青染色に陽性，チオニン染色で異染性を示した。
討論
竹内(勝):私ども，最近 2例つづけて Paget'sdisease 
をみております。 
9. 重症熱傷例
林 易，滝沢英夫，副島訓子
(厚生中央病院〉
患者は満 I才の男児。既往歴，家族歴に特記すべきこ
とはない。熱湯中に頭部より転落，両下腿を残す部分に
約 50%に及ぶ第 l度， 2度熱傷をうけた。即時入院，補
液 O 2吸入，抗生弗U，ACTH，セジラニッド投与を行な
い皮膚には開放療法を採用，約 2週間で大部分に表皮再
生を認めた。経過中，高度の下痢を合併した。
以土われわれの経験した重症熱傷例の経過報告にあわ
せて最近の熱傷治療と予後について統計的考察をのベ
た。
討論
林:救急補液は Evans算定法がよい。
麻生:ACTHと Steroidとくらべ Steroidの方がよ
いと思う。 ショックで副腎皮質は 24時間内にすべて 
Steroidを放出してしまうために， ACTHより Steroid
が適応かとも思う。
林:Autopsyで副腎皮質が荒廃しているのをよくみ
るのですが， どの程度荒廃しているかわからないので，
ためしに用いてみましたが， Steroidの方がよいと思い
ます。
桜井:局所療法はシリコンガーゼでよいか。
副島:包交が大変なのでシーツごととりかえました。
竹内(勝);消毒は
副島:全麻でマーゾ、ニン
桜井:浴そうに入れるのは，
竹内(勝):Dauerbadもよいが実際には無理。
桜井:肝油はよいと思うが，
竹内(勝):チンク油だけは困る。 
10. いわゆるカゼ薬による紫斑病
桜井得一(開業〉
討論
竹内(勝):再発して同様の症状を呈するときには薬疹
を考えなければならぬ。薬品の使用量が増しているので
薬疹も今後増加するものと思われる。
